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（別添２）

次の温泉動力装置許可申請については、下記のとおり審議保留とする。

議案番号 ３５

申請者 大友観光開発株式会社

掘削の場所 上川町字層雲峡

種 別 動力装置の設置

審議保留の理由 本申請は、現在利用していない源泉に動力装置を設置して温泉を採

取及び利用しようとするものである。

申請者が提出した揚水試験の結果は、申請量（100L/分）における
一定量連続揚水試験において、周囲自己源泉の揚水量を減量させた状

態で実施したものであり、当該試験結果をもって許可相当と判断する

ことは出来ないため、審議保留とする。

更なる審議に当たっては、申請量を適正に揚水できることを確認で

きる揚水試験結果の提出が必要である。
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（別添２）

次の温泉動力装置許可申請については、下記のとおり審議保留とする。

議案番号 ３６

申請者 エイチプロパティーズ特定目的会社

掘削の場所 倶知安町字山田２０９番５

種 別 動力装置の設置

審議保留の理由 本申請は、現在利用していない源泉に動力装置を設置して温泉を採

取及び利用しようとするものである。

申請者が提出した揚水試験の結果は、申請量（30L/分）による一定
量連続揚水試験において、水位の安定が見られておらず、当該試験結

果をもって許可相当と判断することは出来ない。

また、揚水試験指針に基づき算出した適正揚水量（以下「適正揚水

量」という。）による一定量連続揚水試験が実施されておらず、本申請

に対する適正な許可揚水量を決定することが出来ないため、審議保留

とする。

適正揚水量による一定量連続揚水試験が、揚水試験指針に基づき適

正に実施され、且つ、当該試験において水位の安定が見られる必要が

あることを踏まえ、改めて揚水試験を実施し、その結果を提出するこ

と。

なお、申請者は、申請量（30L/分）を断続的に揚水することで、安
定した揚水が可能と主張しているが、当審議会としては、断続揚水量

を申請量とすることは認めない。


